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令和８年１０月２８日（水） 

１０時００分 

 

於：女性第一・第二研修室    
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     議事日程     令和８年１０月２８日（水）１０時００分   

女性第一・第二研修室 

 

１ 開 会 

２ 会議成立の宣告  

３ 会議録署名者の指名 

４ 会議の公開等について 

５ 議案審査順 

公開予定（案） 

定第３５号議案 代決処分の承認を求める件 

〔鹿児島市教育委員会事務局等の職員の任免について〕 

報告事項(1)   令和 8 年度教育委員会活動の点検・評価の実施について 

報告事項(2)   鹿児島市学校規模適正化・適正配置基本計画検討委員会における中間 

意見（とりまとめ）及び適正化等の進め方について 

非公開予定（案） 

報告事項(3)   令和 8 年度地域文化功労者表彰について 

 

６ その他 

７ 閉 会
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                           定第３５号議案 

 

   代決処分の承認を求める件 

 

鹿児島市教育委員会の事務局及び教育機関の職員の任免について、鹿児島市教育委員会事務

委任等規則第４条第１項の規定に基づき、別紙のとおり代決したので、同条第２項の規定によ

り、これを報告し、その承認を求める。 

 

 

   令和８年１０月２８日              提 出 

                           鹿児島市教育委員会 

                           教育長 原之園 哲哉 

 

 

 

 

（参  照） 

 

鹿児島市教育委員会事務委任等規則（抜粋） 

（鹿児島市教育委員会教育長に対する委任事務） 

第２条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）第２５条第１項及び第２項の規定により、教育委員会は、次に掲げる事務、第６

条の事務及び鹿児島市教育委員会事務補助執行規程（平成９年教育委員会訓令第１号。以下

「教育委員会事務補助執行規程」という。）の規定により市長の事務部局の職員に補助執行

させる事務を除き、その権限に属する事務を鹿児島市教育委員会教育長（以下「教育長」と

いう。）に委任する。 

(1)～(3) 略す 

(4) 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免その他の

人事に関すること。 

(5)～(20) 略す 

（代決） 

第４条 教育長は、緊急止むを得ないときは、第２条各号の教育委員会の権限に属する事務を

代行することができる。 

２ 教育長は、前項の規定により教育委員会の権限に属する事務を代行したときは、すみやか

に教育委員会に報告し、その承認を受けなければならない。 
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新 旧

(　係　長　級　)

東昌小学校　主査 組合専従　主査 木元　晃一

人事課付　専門員 東昌小学校　専門員 吉満　猛

鹿児島市教育委員会事務局等職員人事異動
(令和8年10月1日付）

氏　　　　名

(　係　長　級　)【出向】
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令和８年度教育委員会活動の点検・評価の実施について 

 

 

１ 点検・評価の概要 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員会は、毎年、教育に関する

事務について点検・評価を行い、報告書を作成し、議会に提出・公表することとなっている。 

 第二次教育振興基本計画の開始年度である令和４年度からは、鹿児島市行政評価に準じて、

見直しが必要と思われる事業を対象に見直しを図り、７年度は全３７施策の評価を行った。 

 ８年度は、引き続き、全継続事業の内部点検を行うとともに、７年度の実施状況の点検を

行った上で、外部委員からなる教育行政評価会議で点検・評価を行い、教育委員会会議の議

決を経て、議会への報告及び公表を行う。 

  

２ 評価対象 

  第二次教育振興基本計画（計画期間：令和８年度まで）に掲げる施策及び関連事業につい

て実施する。   

 

３ スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】教育行政評価会議委員（任期：令和7年11月1日～令和9年3月31日） 

 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 

報 告 
全施策 

現況報告 

全施策 

現況報告 

全施策 

現況報告 
－ 

全施策 

現況報告 

評 価 

事務事業評価 
全施策 
評価 

事務事業評価 

 ・見直しが見込まれる事業 

 ・再点検の必要性が高い事業 
・一定の予算規模の事業 

事務事業 

・施策数 
４事業 ３事業 ２事業 ３７施策 約６０事業 

実施時期 実施内容 

１０月 一次評価 所管課による点検・評価 

１２月～１月 教育行政評価会議 教育に関する学識経験者等による外部評価 

１月 評価決定 １月定例会で議決 

２月～ 公表等 議会報告、公表 

氏 名 所 属 等 役 職 等 

志賀 玲子  志學館大学 法学部 教授 

内ノ倉  真吾  鹿児島大学 教育学部 准教授 

森木  朋佳  鹿児島純心女子短期大学 生活学科 教授 

橋口 俊一 市小学校長会 錦江台小学校長 

鍋島  裕文  市ＰＴＡ連合会 会長 

報告事項(１) 
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 報告事項（２）    

鹿児島市学校規模適正化・適正配置基本計画検討委員会における中間意見（とりまとめ） 

及び適正化等の進め方について 

 
 本市の学校規模適正化・適正配置については、平成 30 年 3 月に策定した「鹿児島市立小学

校・中学校の学校規模適正化・適正配置に関する基本方針」（以下「基本方針」という。）におい

て、基本的な考え方や方向性を示し、地域住民等からの要望に基づき、現在３地域で取り組んで

いる。 

今後も児童生徒数の減少や校舎の老朽化等が見込まれる中、令和 8年 6 月に、学校規模適正化

等について多角的な視点から検討するために「鹿児島市学校規模適正化・適正配置基本計画検討

委員会」を設置し、これまで計 4 回にわたり協議を重ね、基本計画の策定に向けた検討を進めて

きた。 

9 月 30 日の第４回検討委員会において示された『本市の将来を見据え、現行の地域・保護者

からの要望による方式から基本計画を策定した上で市において学校規模適正化等に計画的に取り

組むこと（計画的な方式への転換）が必要である』との中間意見を踏まえ、「基本計画（素案）」

の作成を進めるとともに、基本計画の策定に向けた協議・検討を進めていくこととする。 

 
 
１ 経緯・背景 

① 少子化の進行で児童生徒数が減少しても、子ども達が多様な考え方に触れ、時には競い合

って学びを高めながら成長できる教育環境を十分に確保し、毎年クラス替えができる等、

一定の学校規模を確保することで、教育上・学校運営上の課題が生じないようにする。 
 
 

② 校舎の老朽化も進行し、建替えや大規模改修を要する校舎が今後さらに増加する見込み 

で、多額の財政負担が生じることが懸念される（今後２０年で１００棟超の建替え）。 
  

このような状況を踏まえ、現行の『基本方針』において、地域住民からの要望を契機として

取組みを進めていた学校規模適正化・適正配置について、基本計画策定後は市が計画的に推進

していくこととする。 

 

 

２ 検討委員会の概要 

（１） 目的：「よりよい教育環境づくり」の整備に向け、学校規模適正化・適正配置基本計画の     

   検討を行うため、鹿児島市学校規模適正化・適正配置基本計画検討委員会を設置。 

（２） 所掌：市立小・中学校の規模及び配置の適正化に関する計画的な推進について整理検討  

し、意見を述べる。 

（３） 組織：計１０名（任期２年）で構成。 

① 学識経験者２名 ②地域代表３名 ③保護者代表３名 ④学校代表２名 
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３ 各回の検討委員会の内容 

【第１回】令和８年６月１９日（金） 

内容：委嘱状交付（教育長→各委員）、委員長等互選  

本市の現状、「基本方針」の内容、学校規模適正化等の課題、論点の確認・共有等 

→市公立小中学校の状況（R8）と６年後予測（R14）の共有※参考資料１、２参照 

 
【第２回】令和８年７月７日（火） 

内容：適正化対象校の現状、他都市事例紹介、学校規模適正化・適正配置を進めるにあたっ 

ての問題・課題点 

 

【第３回】令和８年８月１９日（水） 

内容：小規模校現状（小規模校長講話）、今後深めるべき論点、文科省手引改訂 R8.8.5 紹介 

 

【第４回】令和８年９月３０日（水） 

内容：これまでの議論を踏まえた論点整理、基本計画の考え方及び今後のスケジュール 

（これまでの主な議論内容） 

・学校規模適正化等を進める第一の目的は、子供たちの「よりよい教育環境づくり」 

・小規模校、特認校を望む児童生徒への配慮 

・未就学児保護者の意見や地域の実情を考慮 

・教育委員会に加え、市長部局を含めた関係課と連携した市全体での検討 

・現状の地域、保護者からの要望に基づく方式のままでは適正化を適時に進めることは難しい 

・市域全体や各地域の適正化の計画等をまず行政から示し、地域、保護者等関係者が共に取り 

組むことが必要 

 

４ 今後のスケジュール案 

 ・令和８年１０月〜１１月に「基本計画」(素案)を協議 
・令和８年１２月〜９年１月にかけて市民参画手続（パブリックコメント、地域住民説明会）

を実施 
・令和９年３月を目途に「基本計画」の策定 

 
＜参考＞現在の要望方式による学校規模適正化等の状況 

（１） 桜島地域 ５小３中 →R8.4 月桜島学校（義務教育学校）開校 

５小：桜洲小、桜峰小、東桜島小、黒神小、高免小 ３中：桜島中、東桜島中、黒神中 

（２） 明和校区 １小１中 →１つの義務教育学校へ R12.4 月開校目標 

１小：明和小  １中：明和中 

（３） 喜入地域 ３小 前之浜小、生見小が R9.4 月に喜入小へ統合          
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鹿児島市立小学校・中学校の学校規模適正化・適正配置に関する基本方針に示す「市内小・中学校の状況」　 ※令和８年５月１日現在
※学級数は、特別支援学級を除く
※桜島学校、玉龍中学校を除く

（１）小学校における範囲

11校

10校
山 下
383

星峯東
210

桜丘東
371

城 南
204

中 洲
371

本 名
172

明 和
369

6校
瀬々串
97

伊 敷
353

6校

南 方
34

宮
90

中 郡
353

5校
川 上
613

皆与志
21

牟礼岡
87

伊敷台
351

松 元
439

4校
向　陽
591

4校

本 城
20

平 川
83

皇徳寺
342

3校
鴨 池
438

石 谷
506

西 田
549

西谷山
848

3校

前之浜
18

2校
中 名
68

2校 2校 2校
名 山
329

西伊敷
413

星峯西
412

紫 原
501

宇 宿
538

2校 2校
和 田
841

吉野東
1,155

1校 1校
花 尾
15

吉 田
60

東 昌
60

武 岡
226

1校
郡 山
243

1校
南
302

大 龍
314

大明丘
396

坂元台
408

1校
草牟田
489

春 山
535

1校 1校
西 陵
697

西紫原
763

東谷山
836

１校 1校
福 平
1,134

1校

一 倉
2

錫 山
8

生 見
14

犬 迫
52

小山田
56

松 原
192

花 野
202

宮 川
240

武岡台
234

坂 元
250

喜 入
263

桜丘西
359

荒 田
401

清 水
434

田 上
461

八 幡
532

武
576

錦江台
627

玉 江
672

広 木
728

原 良
825

谷 山
928

清 和
1,066

吉 野
1,076

中 山
1,375

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44

（２）中学校における範囲

5校

4校
桜 丘
380

4校

3校
喜 入
216

3校
坂 元
352

星 峯
428

3校

河 頭
82

吉田南
199

甲 東
266

2校
天保山
348

南
428

2校 2校 2校
松 元
723

2校

吉田北
29

郡 山
194

武 岡
262

皇徳寺
340

緑 丘
338

鴨 池
413

伊敷台
463

福 平
571

西紫原
645

和 田
699

紫 原
769

1校 1校 1校

錫 山
15

明 和
178

長 田
242

清 水
306

西 陵
332

甲 南
383

武
460

吉野東
553

伊 敷
644

谷山北
688

城 西
744

東谷山
873

谷 山
924

吉 野
938

学級数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44

適正化を検討する範囲

適正化を検討する範囲 適正化を検討する範囲

過大規模校
(31学級以上)

学級数

過小規模校
(5学級以下)

小規模校
(6～11学級)

適正規模校
(12～18学級)

過小規模校
(2学級以下)

小規模校
(3～11学級)

適正規模校
(12～18学級)

統合の場合の適正規模校
(19～24学級)

大規模校
(25～30学級)

統合の場合の適正規模校
(19～24学級)

大規模校
(25～30学級)

過大規模校
(31学級以上)

今後の児童生徒数により
検討する範囲

今後の児童生徒数により
検討する範囲

鹿児島市における適正な学校規模

10校 18校 30校 6校 5校 5校

17校 10校 7校

鹿児島市における適正な学校規模
10校

28校 5校

1校

5校

1校

該当する学校なし

参考資料１
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鹿児島市立小学校・中学校の学校規模適正化・適正配置に関する基本方針(平成30年3月)に示す「市内小・中学校の状況」　 ※令和１４年見込
※学級数は、特別支援学級を除く

（１）小学校における範囲 ※桜島学校と玉龍中学校を除く

8校

犬 迫
40

7校

宮
35

城 南
184

小山田
35

武岡台
141

5校 5校

東 昌
34

花 野
136

坂 元
244

坂元台
320

4校 4校 4校

吉 田
26

星峯東
130

桜丘東
243

鴨 池
320

紫 原
365

中 洲
381

川 上
526

3校 3校

2校
本 城
18

本 名
121

2校 2校
桜丘西
230

2校 2校
大 龍
294

大明丘
350

荒 田
378

2校 2校 2校
草牟田
509

2校
原 良
612

和 田
668

2校 2校

1校
南 方
24

花 尾
9

1校 1校
中 名
77

郡 山
172

南
218

星峯西
218

喜 入
259

明 和
273

伊 敷
288

西伊敷
339

石 谷
361

西 陵
427

錦江台
460

田 上
466

宇 宿
476

八 幡
530

武
565

1校
西谷山
628

吉 野
815

1校
福 平
880

1校 1校

皆与志
4

一 倉
5

錫 山
9

平 川
44

牟礼岡
56

瀬々串
66

宮 川
113

皇徳寺
191

武 岡
212

名 山
237

松 原
231

伊敷台
276

山 下
301

松 元
358

清 水
398

玉 江
414

春 山
465

西 田
460

中 郡
487

向 陽
550

西紫原
608

広 木
611

東谷山
806

吉野東
849

谷 山
822

清 和
900

中 山
1,431

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

（２）中学校における範囲

4校

3校
星 峯
279

3校 3校 3校 3校 3校

2校
明 和
186

長 田
275

西 陵
339

伊敷台
372

甲 南
420

武
546

2校
和 田
746

1校
河 頭
80

吉田南
164

1校
皇徳寺
236

1校
甲 東
334

桜 丘
349

南
405

1校
吉野東
543

福 平
605

1校
松 元
745

1校 1校 1校 1校

錫 山
3

吉田北
28

郡 山
133

武 岡
219

喜 入
231

清 水
291

坂 元
324

天保山
338

緑 丘
382

鴨 池
426

伊 敷
524

西紫原
575

城 西
688

紫 原
711

谷山北
779

谷 山
830

東谷山
912

吉 野
952

学級数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

過大規模校
(31学級以上)

今後の児童生徒数により
検討する範囲

今後の児童生徒数により
検討する範囲

過小規模校
(2学級以下)

小規模校
(3～11学級)

適正規模校
(12～18学級)

統合の場合の適正規模校
(19～24学級)

大規模校
(25～30学級)

適正化を検討する範囲

適正化を検討する範囲 適正化を検討する範囲

過大規模校
(31学級以上)

学級数

過小規模校
(5学級以下)

小規模校
(6～11学級)

適正規模校
(12～18学級)

統合の場合の適正規模校
(19～24学級)

大規模校
(25～30学級)

鹿児島市における適正な学校規模

該当する学校なし

13校 20校 23校 9校 6校 1校

14校 12校 5校

鹿児島市における適正な学校規模
7校

33校 1校

1校

6校

令和１４年度の小学校・中学校の児童生徒・学級数の見込みについて（６年後予測）

3校

3校

参考資料２
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